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■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR 札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 2016 年 11 月 13 日（日） 

■ 共 催 公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 受付開始 8:45 ～ 

■ 開 演 9:20 ～ 

■ 会 場 
北海道大学 学術交流会館 

札幌市北区北 8 条西 5 丁目  JR 札幌駅から徒歩 8 分 

■ 参加費 
正会員：\４,000 賛助会員：\４,000 非会員：\6,000  

学生：\1,000 
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KKR 札幌医療センター 

  診療技術部 臨床工学科 

  TEL  011-822-1811 

平成 28 年 11 月 13 日(日)第 27 回北海道臨床工学会が開催されます。 

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い申し上げます。 

また、参加を予定されている方や関係者の皆様におかれましては、内容変更や確定事項が

あるごとに「公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ」を随時更新いたしますの

でご確認願います。  

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申し上げます。 

 

http://www.sora-scc.jp/
http://www.sora-scc.jp/
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◆ ◆ ◆  発表者の皆様へご案内 ◆ ◆ ◆   

 

■ご発表頂きます時間の少なくとも 30 分前ま

でに必ず会場受付にお越し下さい。試写と通

過確認を致します。ファイルが開かないなど

のトラブルを考え早めにお越し下さい。 

 ★PC 持ち込みの方も必ず事前に受付を済ませ

て下さい。  

■一般演題発表者は発表予定時間 10 分前には

次演者席にご着席下さい。  

■一般演題の口演時間、討論時間は演題数によ

って調整します。（前年度は口演 6 分、質疑応

答2分 両方とも長くなることはありません）   

■一般演題発表中、5 分で 1 回、6 分で 2 回のチ

ャイムを鳴らしてタイムリミットであること

をお知らせします。 

■登録時は、口演・ポスターを選択できますが、

口演のみの予定です。演題数によっては学会

事務局の裁量で変更する場合があります。  

■発表中のスライド操作は発表者に行って頂き

ます。音声の利用はできません。  

■発表データファイルを保存した USB メモリ

をご持参下さい。USB メモリは、突然認識し

なくなるなどのトラブルがありますので、バ

ックアップの USB メモリも準備しておくこ

とを強く推奨致します。 

■事務局にてご用意しておりますパソコン

（Windows）には PowerPoint 2010 以上の

Version をインストールしております。上記環

境にて正常に作動するデータのご用意をお願

い致します。対応ソフトは Windows 版

Microsoft の Power Point のみです。 

■Macintosh で作成したファイルは Windows

で動作確認をしてからお持ち下さい。  

■動画は可としますが、事務局で用意する PC

に動画再生に必要な Video codec が Install さ

れていないなど、再生できないことが多々あ

りますのでご自分の PC を持参して下さい。  

■ファイルの修正は PC 受付コーナーで対応で

きるようにします。 

 

◆ ◆ ◆  座長の皆様へご案内  ◆ ◆ ◆   

 

■座長の皆様は、ご担当セッション開始 30 分前ま

でに「総合受付」に到着の旨をお知らせ下さい。

担当セッション開始 10 分前には次座長席へご

着席下さい。  

■担当セッションは必ず時間内に終了するよう格

段のご配慮をお願い致します。 

◆ ◆ ◆討論、質疑応答でのお願い◆ ◆ ◆  

  

■質問は所属・氏名を述べたのち要点のみを簡

潔に発言し、限られた時間内で有意義な討論

ができるようご配慮下さい。 

  

 

（重要!!）演者の皆様へ  
投稿原稿提出についてのお願い 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会  

広報委員会 

  

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。  

編集用に用意しているパソコン(Windows)に

は、MicrosoftのWord2010とPower Point2010

に対応できるようにしています。原稿はWord、

図表にはPowerPointを用い、上記環境にて正常

に動作するデータでお送り下さい。また、図表

は白黒に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表さ

れる内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿

の予定がある場合は二重投稿とみなされますの

で、注意をお願いいたします。  

 

記 

 

締め切り期日：2017年1月13日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone ：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。  
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1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、

研究速報、症例報告など、他誌に未発表の原

稿を掲載します。  

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。  

3. 北海道臨床工学技士会会誌へ掲載されたす

べての論文の著作権は、 本会に帰属します。 

4. 原稿提出の基本  

1）原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パ

ソコンにて、1行40字×40行（1600字）にして

ください。  

 ・日本語の通常字体にはMS P明朝、太字に

はMS Pゴシックを用いる。また、英文の通

常字体にはTimes New Roman、太字には

Arialを用いる。ほか、題名は14Pとし、本

文は10.5Pとする。単位は、国際単位系（SI）

を使用する。 

2) 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウ

トした物を提出してください。  

3)原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は

10点以内を目安にしてください。  

4)図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピ

ーを添付してください。  

5)提出原稿は、プリントアウトしたもの1部と

CD-RまたはDVD-R（Windowsのフォーマ

ットでワード文かテキストファイルで保

存）を添付してください。なお、提出して

頂いたメディアは返却致しません。  

5. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定し

ます。また、編集規定に従い原稿の加筆・訂正・

削除などをお願いする場合があります。 

6. 原稿執筆の順序  

1) 研究論文、研究速報および症例報告の記載

は以下の様にして下さい。  

1. 緒言 （はじめに、まえがき）  

2. 研究方法 （対象、症例、方法）  

3. 研究結果 （結果）  

4. 考察  

5. 結論 （結語、まとめ、おわりに） 

 利益相反 

 参考文献 

北海道臨床工学技士会 
投稿・執筆規定 

 

2)見だし番号は以下の様にしてください。  

1. ＿＿＿＿＿＿見だし  

1). ＿＿＿＿＿＿小見だし  

(1)  

7. 利益相反 （COI）の公開 

投稿論文内容に関して、筆頭著者または連名

著者が自身の所属する機関・団体以外の企業

あるいは営利団体と、利益相反関係がある場

合に明示してください。 

＊利益相反がない場合には 「利益相反はあり

ません」、「利益相反はない」などと記し

てください。 

＊利益相反がある場合には 「本研究は○○社

（企業名など）より資金提供をうけた」、

「本検討は○○社（企業名など）と協同研

究によってなされた」、「本論文は○○社

（企業名など）より測定装置（材料など）

提供をうけた」と具体的に記してください。 

＊判断に迷う場合は、お問い合わせください。 

8. 参考文献の記載方法 

 本文中の参考文献番号は引用順とし、文中に

右肩付文字にて記載し（引用順（１））引用箇所

を表示してください。 

1)参考文献の書き方  

（1）雑誌の場合  

・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文

題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年.  

（2）単行本の場合  

・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発

行年. 初頁-終頁  

＊共著の場合は、その氏名を3人とし, 3名

以外の扱いは 「3人目の氏名, ほか: 」

と記載してください。 

9. 図表の規定（写真は図として扱う）  

1）図表に使用する文字はMS P明朝を使用し

て下さい。  

2）提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札（L

サイズ写真）以上の写真、または同等以上

の解像度を有したものにして下さい。  

3）図題は図の下に、表題は表の上に記載して

下さい。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2016 年 11 月 6 日（日），12 月 18 日（日） 

「第8回血液浄化StepUpビデオセミナー」 

会場 11月 6日 中外製薬札幌支店会議室 

    12月18日 釧路赤十字病院講堂 

http://plaza.umin.ac.jp/~HCEA/files/pdf/ 

h28files/8th_video_seminar.pdf 

****************************************** 

2016 年 11 月 16 日（水） 

「医療ガス保安講習会」 

会場 エア・ウォーター(株)菊水研修センター 

札幌市白石区菊水5条2丁目3-12 

http://plaza.umin.ac.jp/~HCEA/files/pdf/ 

h28files/iryougasuhoan_kousyuukai.pdf 

****************************************** 

2016 年 11 月 27 日（日） 

「第11回医療安全セミナー 

～補助循環の安全管理～」 

会場 KKR札幌医療センター 3階 会議室 

 札幌市豊平区平岸1条6丁目3-40 

http://plaza.umin.ac.jp/~HCEA/info_study/ 

2016/11th_safety.html 

****************************************** 

 

 

8. 北海道・東北連絡協議会における日本臨床工 

学技士会理事選挙について 

 

□協議事項 

議案  1. COI について（工学会） 

議案  2. 休会規定について 

議案  3. 共催及び後援規定について 

議案  4. 2020 年日本臨床工学会について 

議案  5. 2017 年日本体外循環技術医学会 

北海道開催について 

議案  6. 北海道臨床工学会前日懇親会について 

議案  7. 第 5 期各委員会退任者への対応 

議案  8. AED 操作トレーニングツールに 

ついて  

議案  9. Web 会議システムについての説明  

議案 10. 医療安全に関するワークショップの 

開催について  

議案 11. 医療機器の取り扱いに関する啓蒙活動 

について  

 2016 年 9 月 25 日(日)北海道建設会館 9 階に

おいて、第 7 回北海道呼吸療法セミナーが開催

され、臨床工学技士のみならず看護師や理学療

法士の方々も多数ご参加いただき合計で 101 名

の参加がありました。セミナーでは、理学療法

士である講師の下元佳子先生から呼吸療法に重

要な姿勢管理について講演して頂きました。欧

米との介護動作に関する考え方の違いや、様々

な福祉器具の紹介、体位変換時の除圧方法につ

いて動画を使用し分かり易く解説して頂き、す

ぐに日常業務に役立つ内容となっていました。

参加者からは「普段とは異なる視点から呼吸療

法を考える良い経験となりました。」や「呼吸リ

ハビリについてもっと理解を深めたいと思いま

した。」、などの感想が聴かれました。本セミナ

ーに初めて参加された方も多く、呼吸療法にお

ける職域を超えた連携が大切であると再認識す

ることが出来た有意義なセミナーとなりまし

た。             （広報 東） 

講師の下元佳子先生 

平成 28年度 9月 28日の理事会において以下の

報告・協議がされました。 

 

□報告事項 

1. 新入会、退会の承認 

2. 財務報告年会費報告について 

3. 各委員会報告 

4. 北海道・東北連絡協議会（工学会）について 

5. 賠償責任保険更新人数 

6. 清水赤十字病院への支援物資について 

7. 常務理事の活動報告 
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当技士会の外部理事の先生を不定期で紹介しています。今回は北海道情報大学医療情報

学部・医療情報学科教授の佐藤裕二先生です。 

2014 年に和田龍彦先生より外部理事に推薦

を頂き 2期目になりました。1979年に大学を

卒業して以来、一時期の研究期間を除いて臨床

現場に勤務しておりました。専門は胃・大腸を

中心とする消化器外科です。2014年 4月から

現在の北海道情報大学 医療情報学部に勤務し

ております。 

1980 年代は、消化器外科では電気メス、麻

酔器、人工呼吸器などは看護士と私たちで管理

運営しておりましたが、なかなか調節が難しく

先輩に教えてもらいながら患者さんの状態に合

わせて管理しておりました。最近では消化器外

科手術だけでも、通常の電気メスに加えバイポ

ーラー電気メス、レーザーメス、マイクロ波、

超音波メスがあり、腹腔鏡手術の機械と用具、

ディスポ製品も大幅に増加し、まさにスパゲッ

ティ症候群で、手術に集中するためには臨床工

学技士の皆さんの協力が不可欠です。 

私が実際の外科系の現場で感じたことから、

今後臨床工学技士に期待する分野として人工心

肺装置、手術室・ICU、透析という 3 分野に加

え、2つあげられます。 

一つは内視鏡部門の発展です。実際に内視鏡

部門で臨床工学技士が活躍している病院も多く

あります。生検、ポリペクトミー、止血手技な

どから EMR、ESD など手術といってもいいよ

うなことが、ほとんどの施設で行われるように 

なりました。また、通常の外科手術に内視鏡手

術を組み合わせて行う外科手術手技も行われて

おります。これらには、看護や検査部門のスタ

ッフのみでは不十分で、工学技士が中心メンバ

ーとして加わることでさらに発展すると思われ

ます。 

もう一つは、手術室を中心とした材料管理（い

わゆるディスポ製品管理）です。医師それぞれ

の好みで同様の製品が数種類もあることが多

く、無駄が多く見られることです。これは経営

上に直結する問題で、ディスポ製品は衛生面、

管理面で有意義である一方で、コストもかさむ

ため管理は重要です。また、機器に連動して使

用することが多く、その仕組みをよく理解して

いる工学技士が行うべきであると私は思いま

す。 

 今後、北海道技士会がますます発展するよう、

微力ながらご協力したいと思います。よろしく

お願いいたします。 

北海道情報大学医療情報学部・ 

医療情報学科教授 佐藤裕二先生 
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北海道医療技術者連絡協議会 

ち か ほ パ ネ ル 展 

去る平成 28年 8月 27日（土）、札幌市地下

歩行空間におきましてパネル展が開催されま

した。これは北海道医療技術者連絡協議会が

主催するパネル展で、医師や看護師以外の医

療技術者団体を広く一般市民に対してピーア

ールする場として毎年開催されてきました。

もともと道庁 1 階ホールにて開催されていた

ものですが、3年ほど前より人通りの多いこの

「ちかほ」での開催となっています。 

開催当日は夏の強い日差しを避けようと

「ちかほ」の人通りも多く、当会含め他の職

能団体も、医療における各職種の役割や業務

内容など一般市民に広く積極的なピーアール

活動が行われていました。 

当会のパネルの前で直接ピーアールにあた

った公益事業推進委員会の齋藤委員による

と、パネル展の見学を主目的に会場に足を運 

パンフレットを手にピーアールする橋本副会長 パネルを使ってＣＥの説明をする公益委員の齋藤さん 

んだというよりは、通りすがりに寄ってみた

という方がほとんどで、とくに「臨床工学技

士」の名前で足を止めてくれたのは、友人が

某大学の臨床工学専攻に通っているという大

学生だけだったそうです。全般的には 60～70

代の女性が多く、理学療法や鍼灸などの文字

をみてパネル展へ寄ってくれた方がほとんど

で、まだまだ認知度が低い臨床工学技士をピ

ーアールするのはとても難しかったそうで

す。 

休日返上で対応した、村谷公益副委員長と

齋藤委員は「足をとめて下さった方へ臨床工

学技士業務の多様さと重要さを説明し、技士

の業務を周知できたので意義があったので

は」、「他職種との情報交換が出来たことも有

意義でした」とパネル展をふり返ります。 

また、担当者の昼休み時間の交代に駆け付

けた橋本副会長も、パネルの隅に当会のパン

フレットを貼り付け、当会の公益事業「AED

の日常点検講習」について懸命にアピールし

ていました。 

今回開催されたパネル展では、足を止めて

くれた人数はそれほど多くありませんでした

が、臨床工学技士をはじめとする医療技術職

について、ほとんど興味や情報が無かった

方々に少しでも臨床工学技士のことを知って

もらい、認知度を上げることができる非常に

意義のあるものと思われました。 

（広報 奥山） 
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#8 

皆さんこんにちは、公益事業推進委員会です。今回は 7月に行った自動体外式除細動器

(AED)の日常点検啓発活動について報告させていただきます。 

＜活動報告＞ 

平成 28 年 7 月 2 日（土）、9 日（土）、16 日（土）、23 日（土）、30 日（土）の

5日間に分けて AED日常点検講習を行いました。 

開催施設：協業組合エクセル三和さま（北広島市） 

参加者：7月 2日 （土） 33名 

    7月 9日 （土） 34名 

    7月 16日（土） 28名 

    7月 23日（土） 26名 

    7月 30日（土） 29名  

 ※繰り返し参加の方を含む 

 

この度、AED に関わる講習を複数回実施して欲しいとの依頼がありました。担当者様へ

お話を伺ったところ、地域へ貢献をするために運搬車へ AEDを搭載し業務を行いたいとの

理由でした。そのため、AED の日常点検方法・使用方法そして BLS についての説明だけで

はなく、たくさんの方に「BLS 模擬体験」をしていただきました。積極的な質問も数多く

あり、活発で明るい社風と熱意を感じました。 

公益事業推進委員会では、自動体外式除細動器(AED)の日常点検啓発活動の方法や内容

について再考中であり、我々にとって良い経験となりました。 

 

講習担当者  

     札幌医科大学附属病院 橋本 佳苗（北海道臨床工学技士会副会長） 

      H・Nメディック北広島 増井 隼樹  （公益事業推進委員） 

     札幌医科大学附属病院 橋本 修一  （サポートメンバー） 

      札幌医科大学附属病院 室橋 高男（北海道臨床工学技士会名誉会員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AED日常点検講習の申込みは公益社団法人北海道臨床工学技士会ホームページ

（http://hcea.umin.ac.jp）より受け付けています。 

 

 

http://hcea.umin.ac.jp/
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このコーナーは、平成 2７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2８年 3 月に札幌医学技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在王子総合病院にて

勤務中の宮谷政大さんです。 

 

王子総合病院  

宮谷 政大  

私は平成 28年 3月に西野学園 札幌医学技術

福祉歯科専門学校 臨床工学技士科を卒業し、4

月から、王子総合病院 医療技術部 臨床工学科

に勤務しています。当科では、血液浄化業務、ICU

業務、手術室業務、ME 機器中央管理業務、心臓

カテーテル検査業務、高気圧酸素業務など、様々

な業務を行っています。現在は血液浄化業務専属

の技士として充実した日々を過ごしています。働

き始めて約半年が経ち、1 人で行う業務が増え、

不安や緊張、責任を感じる毎日です。 

血液浄化業務は主に、回路組み、プライミング、

穿刺、定時チェック、患者担当、返血などを行っ

ています。患者担当では血液浄化に対する知識や

看護の考え方が必要になります。わからない事が

多く、先輩方や血液浄化室の看護師の方々にご指

導いただきながら日々勉強させていただいており

ます。業務を行う上では患者様とのコミュニケー

ションがとても大切です。患者様の立場に立って、

今何をして欲しいのか、どうすればより良い医療 

を提供出来るのかを考え、思いやりの気持ちを持

って行動する様に心掛けています。 

実際の透析現場では、学校で学んだ事や臨床実

習での経験以上に様々な知識や、素早い判断力が

必要になる事が多くあります。先輩方の迅速で的

確な対応力には本当に感銘を受けます。臨床工学

技士の業務は正確さが大切だと考える為、自分の

手技への不安や知識不足から何度も確認し業務を

施行するので時間が掛かってしまう場合があり、

日々自分の未熟さを感じています。 

まだまだ知識も経験も足りませんが、将来は

様々な業務で活躍出来る様、また先輩方に少しで

も近づける様努力を怠らず、高い向上心を持って、

患者様や医療スタッフの方々から信頼される臨床

工学技士を目指して日々精進していきたいと思い

ます。 



2016-(9)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１６年１０月 

現在正会員の郵送物は全て個別に郵送しております。郵送コスト

削減策として 8月の技士会ニュースより、同一施設まとめ郵送を

実施することになりました。角 2封筒 1枚に個別包装された郵送物

をまとめて入れることにより郵送代が大幅に節約できます。なおご

自宅が郵送先の方は今までどおり郵送いたしますが、できる限り各

施設への郵送に変更していただけますよう、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 
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